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⽣活訓練

講義

⾃⽴訓練（⽣活訓練）における⽀援の取組
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医学的リハ
プログラム

職業的リハ
プログラム

⽣活訓練プログラム

発症・受傷からの時間経過

訓
練
の
か
か
わ
り

発症・受傷

（参考︓⾼次脳機能障害情報・⽀援センター「⾼次脳機能障害者⽀援の⼿引き」）

⽣活訓練プログラム
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⽣活訓練（⽇中活動）

■ 対 象 者 ︓①⾼次脳機能障害の診断を受けた⽅
    ②⾃⽴した⽣活を送るために訓練を必要とする⽅

    ③障害福祉サービス受給者証の交付を受けた⽅
■ 期 間︓24ヶ⽉以内（原則）
■ 定 員︓30名
■ 利⽤形態︓通所・⼊所・訪問
■ ⽀援体制

施設⼊所⽀援（夜間休⽇）

作業療法⼠

サービス
管理責任者

⽣活訓練員

看護師

医師 ⾃動⾞訓練
指導員

栄養⼠

体育指導員
利⽤者

家族
利⽤者

宿⽇直者

ガードマン

国⽴障害者リハビリテーションセンターの⽣活訓練
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就労継続⽀援A/B
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⾃⽴訓練（⽣活訓練）

サービス提供の流れ

4

性別 年齢 原因疾患

2006(平成18)年10⽉から2022(令和4)年3⽉までに利⽤開始した311名
利⽤者の状況

10歳代
4%

20歳代
24%

30歳代
24%

40歳代
29%

50歳代
18%

60歳代
1%

外傷性脳損傷
37%

脳出⾎
23%

くも膜下出⾎
12%

脳梗塞
11%

脳腫瘍
7%

低酸素脳症
4%

脳炎
4%

その他
2%

男性
88%

⼥性
12%

平均 38.2歳（16〜67歳）
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受傷・発症からの期間 帰結訓練期間

平均 4.4年 平均 9.6か⽉

6か⽉未満
19%

6か⽉以上
12か⽉未満

60%

12か⽉以上
18か⽉未満

18%

18か⽉以上
24か⽉未満

3%

1年未満
20%

1年以上
2年未満
26%

2年以上
3年未満
13%

3年以上
4年未満
10%

4年以上
5年未満

6%

5年以上
10年未満

13%

10年以上
15年未満

6%

15年以上
20年未満

3%
20年以上

5%

就労移⾏⽀援
43%

職場復帰
13%

家庭復帰
13%

就労継続B
12%

職業能⼒開発校
10%

就職
3%

復学
2%

就労継続A
1%

⽣活介護
1%

中途解約
5%
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利⽤形態居住地利⽤経緯

通所
54%

⼊所
44%

訪問のみ
2%

埼⽟
48%

東京
28%

関東地⽅
14%

中部地⽅
6%

東北地⽅
4% 九州地⽅

1%

国リハ病院
39%

回復期リハ
病院
23%

就労関係施設
8%

知⼈等の紹介
8%

その他病院
7%

相談⽀援事業所
7%

その他施設等
5%

市区町村
2%

その他
1%
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0 20 40 60 80 100 120 140

学習と知識の応⽤

⼀般的な課題と要求

コミュニケーション

運動・移動

セルフケア

家庭⽣活

対⼈関係

主要な⽣活領域

コミュニティライフ

家族

本⼈

（件）

本⼈・家族の⽇常⽣活上の困難さに関する記載件数

⽣活訓練利⽤者の⽣活上の困難さ①

(n=81)
※重複あり
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0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

複数課題の遂⾏

⽇課の遂⾏

ストレスと⼼理学的要求への対処

その他の⼀般的な課題と要求

⼀般的な課題と要求

家族

本⼈

（件）

• 予定や⽇課に沿って
⾃発的に⾏動できない
• 声かけや促しを要する
• ⽣活リズムの乱れ

• 感情や気分の変動
• 怒りっぽさ

⽣活訓練利⽤者の⽣活上の困難さ②

(n=81)
※重複あり
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0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

基礎的学習

知識の応⽤

学習と知識の応⽤

家族

本⼈

・メモなどが使えない
・注意、集中できない
・理解や判断が困難
・こだわり

・新しいことを覚えられない

（件）

⽣活訓練利⽤者の⽣活上の困難さ③

(n=81)
※重複あり
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0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

理解

表出

会話

⽤具と技法の利⽤

その他

コミュニケーション

家族

本⼈

（件）

・受診内容や地図、⽂章が理解できない
・何度も同じことを聞く
・勘違いや思い込み

・出来事や体調を説明できない
・⽂字や⽂章が書けない

・話題の脱線
・会話についていけない

⽣活訓練利⽤者の⽣活上の困難さ④

(n=81)
※重複あり
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0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

⾝体を洗うこと

⾝体各部の⼿⼊れ

排泄

更⾐

⾷事

健康管理

その他

セルフケア

家族
本⼈

（件）

・服薬管理ができない
・休憩が取れない

・季節に応じて⾐類を選択できない

・我慢ができず⾷べすぎる

・⾝だしなみが整えられない

⽣活訓練利⽤者の⽣活上の困難さ⑤

(n=81)
※重複あり
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0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

物品とサービスの⼊⼿

調理

調理以外の家事

家庭⽤品の管理

他者への援助

その他の家庭⽣活

家庭⽣活

家族
本⼈

（件）

・掃除や整理整頓ができない

・物をなくす、⾒つけられない

⽣活訓練利⽤者の⽣活上の困難さ⑥

(n=81)
※重複あり
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分

類

⼀般的な課題と要求
セルフ
ケア

家庭
⽣活

対⼈
関係課題の

遂⾏
⽇課の
遂⾏

ストレス
対処

A 注  意

B 記  憶

C 遂⾏機能

D
社会的⾏動 ①

（意欲・発動性、依存性、
抑うつ）

E
社会的⾏動 ②

（感情・欲求コントロール、
固執、対⼈技能）

症 状

ICF活動・参加
カテゴリー

※影響の受けやすさ︓

⾼次脳機能障害の症状と⽣活上の困難さ
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● ⽇常⽣活の評価

● 環境の評価

● 作業の評価

● 認知機能の評価

● 社会⽣活の評価

● ⼼理・適応の評価

・ADL及びIADLの動作と実施状況の確認
・本⼈や家族、⽀援者からの聞き取り等

・⾏動やコミュニケーションに関する観察
・本⼈や家族、⽀援者からの聞き取り等

・各種神経⼼理学的検査（注意・記憶・遂⾏機能等）
・⽇常⽣活チェックシート等

・作業場⾯（計算・パソコン・軽作業等）の観察
・職業適性検査、ワークサンプル等

・⾏動やコミュニケーションに関する観察
・本⼈や家族、⽀援者からの聞き取り等

・⽣活、家庭、職場環境等の聞き取り
・地域の社会資源やサービスの検討等

⽣活訓練におけるアセスメント
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⽇常⽣活機能チェックシート
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⾃⼰認識（気づき）

予測的
気づき

体験的気づき
Emergent awareness

知的気づき
Intellectual awareness

Anticipatory
awareness

気づきの階層モデル（Crossonら）

６．障害に適切・⼗分に対処できる

５．障害に部分的に対処できる

４．障害を課題として捉えている

３．障害が⽣活に影響を及ぼして
いることに気づいている

２．障害があることを知っている

１．障害について知っている

０．障害を知らない
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健康管理

職業準備性

職務への適性
職務遂⾏に必要な知識・技能

あいさつ・返事 報告・連絡・相談
⾝だしなみ 規則の厳守
⼀定時間仕事に耐える体⼒

感情のコントロール
注意されたときの謝罪
苦⼿な⼈へのあいさつ

基本的な⽣活リズム ⾦銭管理
余暇の過ごし⽅ 移動能⼒

服薬管理 体調管理 ⾷事管理

職業
適性
基本的
労働習慣

対⼈技能

⽇常⽣活管理

職業準備性のピラミッド（就業⽀援ハンドブック）

18
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⽀援⽬標
●⽣活リズムの確⽴ 活動性を⾼め、規則正しい⽣活を送る

●スケジュール管理 予定表や携帯電話等を活⽤して、⽇課に沿った⾏動が 
できる

●⽣活管理⼒の向上 服薬管理、調理、洗濯、掃除など、⽇常⽣活に必要な 
活動を⾝につける

●対⼈技能の向上 社会⽣活や対⼈関係のルール、状況判断、対処法を⾝
につける

●社会⽣活⼒の向上 公共交通機関の利⽤、買い物など、社会⽣活に必要な
技能を⾝につける

●⾃⼰認識の向上 体験をとおして気づきを深め、強みを理解して苦⼿な
ことに対処できる

●作業⼒の向上 得意なことを活かせる作業内容や環境を具体化し、
作業⼒を⾝につける
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⽀援計画（例）
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※ 個々の状況や⽬標に応じて、⾯接・体育・個別訓練・⾃動⾞運転訓練・施設⾒学・
体験実習・訪問訓練等を追加し、訓練プログラムを作成します。

⽉ ⽕ ⽔ ⽊ ⾦
9:00 ホームルーム・朝の会

10:00 プランニング 園芸訓練
調理訓練
就労準備訓練

グループ
ワーク11:00 ⽇常⽣活訓練

学習ワーク
12:00 昼休み

13:00
園芸訓練
調理訓練
就労準備訓練 学習ワーク・プリント学習

個別訓練

園芸訓練
調理訓練
就労準備訓練

14:00 作業⼿順訓練 メモ練習

15:00 掃除・⼣の会 掃除・⼣の会
まとめ

訓練プログラム
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【⽬的】
l ⽣活リズムの獲得
l 予定や連絡事項の⾃⼰管理（代償⼿段の選択・活⽤）
l コミュニケーション能⼒の向上（集団ルールの理解・
役割意識の向上・他者理解）

l ⾃⼰理解の向上

①朝の会
l ⽇付、体調・気分の確認
l 連絡事項の発表、確認
l ⾝だしなみチェック
l ⼀⽇の予定の発表、確認
l ⼀週間の⽬標の発表、助⾔
②⼣の会

l 掃除
l ⼀⽇の振り返り、発表
l ⽬標の達成状況の確認
③プランニング（⽉・朝の会後）

l 先週の⽬標と達成状況、今週の⽬標と
対策の発表・話し合い

④まとめ（⾦・⼣の会後）
l ⼀週間の振り返り
l ⽬標の達成状況と来週の⽬標設定
l 来週の予定の記⼊・確認

朝⼣の会・プランニング・まとめ
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朝の会・⼣の会 プランニング・まとめ

振"返"表 平成'''年'''月''日+'''月'''日
+今週.目標+

良234点 改善89点

:出席 有>無 @忘B物 無>有

D遅刻 無>有 G体調J気分 MNONP

:出席 有>無 @忘B物 無>有

D遅刻 無>有 G MNONP

:出席 有>無 @忘B物 無>有

D遅刻 無>有 G MNONP

:出席 有>無 @忘B物 無>有

D遅刻 無>有 G MNONP

:出席 有>無 @忘B物 無>有

D遅刻 無>有 G MNONP

訓練以外 MNONP MNONP

+今週.結果+

W目標X前.週Z同\]^構`abcd大事ghZX`i^同\]8j
Wkiglm^nod

日付 訓練名 rstuvwxy

'>
'
z月{

目標|i`m}~�342�
担当者��xy

������
J朝.会
J��������

 回数

欠席

遅刻

忘B物
身��g�
�M以外.数�

身��g�rstu.用紙�出�m確認�m下¡`d

''''''''''''''回
何£M]Xg2342�

理由

目標'¦§y¨

:

D

@

©.4ª|X}~�4«¬`2��具体的|JJJ�

23

l 栽培
l ポット苗作り
l ⼟壌整備
l 園芸場整備
l 記録・計画
l 道具管理
l 室内作業（創作、調理）

【⽬的】
l 基礎体⼒の向上
l 作業耐性の向上
l 代償⼿段の活⽤
l 作業遂⾏能⼒の向上
l 対⼈技能の改善
l 集団ルールの理解
l ストレス対処
l 達成感

園芸訓練

24
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作業計画（屋外）作業計画（屋内） 栽培 ポット苗作り

環境整備

25

調理訓練
①計画
l ⽬的や課題の共有
l レシピ検索
l 役割分担
l ⼿順書の作成
l 必要な道具や材料の選択

②買い物・準備
l 買い物リストの作成
l ⾦額の予想
l 店内移動や品物選択、援助依頼
l ⽀払い
l タイムスケジュールの事前確認

③調理
l 安全な調理動作
l ⼿順に沿った実施
l 計画的な遂⾏

④振り返り
l 課題の達成度の確認・対策

【⽬的】
l 作業遂⾏能⼒の向上
l 代償⼿段の活⽤・補完⾏動の習得
l 作業耐性の向上
l 役割意識の獲得
l コミュニケーション能⼒の向上
l 達成感
l 調理関連動作の獲得
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【⽬的】
l 基本的な職業準備性や職場マナーの向上
l 作業遂⾏能⼒の向上
l 代償⼿段や補完⾏動の習得
l 障害の⾃⼰理解

就労準備訓練
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検品・箱詰め 封⼊

伝票チェック データ⼊⼒

協働作業

施設実習・職場実習
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【⽬的】
l ADL・IADLの実⾏能⼒の向上
l 習慣化による⽇常⽣活の⾃⼰管理

①健康管理
l 服薬管理
l 体調管理

②⾝辺管理
l ⽣活リズム
l ⾝だしなみ
l ⼊浴
l 整理整頓

③⾦銭管理
l ⼩遣い帳の記⼊
l ⾦融機関の利⽤

④家事
l 掃除
l 洗濯
l 調理
l 買い物
l 布団⼲し
l ゴミ出し

⑤移動
l 屋内移動
l 公共交通機関
l 連絡⽅法
l 援助依頼
l ルート検索

⑥⽣活体験プログラム
⑦訪問訓練

⽇常⽣活訓練

29

移動

訪問訓練
家事・
⽣活体験

服薬管理 ⾦銭管理

30
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【⽬的】
l 障害に関する知識を得る
l ⾃⼰理解・他者理解を深める
l コミュニケーション能⼒の向上
l 協調性の獲得
l 集団ルールの理解
l 注意・集中⼒、理解・判断⼒、問題解決能⼒の向上

① 注意・集中
例) 百マス計算・間違い探し・聞き取りクイズ
スリーヒントゲーム・後出しじゃんけん

② 情報処理
例) 伝絵ゲーム・絵しりとり・エピソードクイズ

頭の上は何でしょう・⿊幕は誰だ
③ コミュニケーション（協調性）

例) 他⼰紹介・図形伝達ゲーム・集団絵画
無⼈島ゲーム・⽜丼屋・ストーリー並べ
ジェスチャーゲーム・SST

④ コミュニケーション（⾔語）
例) 単語作り・漢字作り・熟語作り

⾔葉を下さい・連想リレーゲーム
⑤ 記憶

例) 記憶しりとり・９メモリー・都道府県クイズ
メモ取り神経衰弱・感覚オリンピック

⑥ 遂⾏機能
例) 買物シミュレーション・軍艦ゲーム
図形クイズ・ルート検索

⑦ 障害理解
例) ⾼次脳機能障害ワーク(ディスカッション)

バリアフリーワーク

学習ワーク

31

⽬ 標 内 容（例）

第
⼀
段
階

【情報把握】
l 聴覚的情報への注意保持
l メモをとる

⾃⼰紹介・相談⽂・
物語⽂などの⽳埋め、
選択

第
⼆
段
階

【情報選択】
l 要点（４W）を捉える
l メモを確認する
l 必要な情報を抜き出す

連絡事項・出来事・
レシピ・相談⽂など
の⽳埋め、⼀問⼀答、
４Wゲーム

第
三
段
階

【情報理解】
l 要点（５W１H）を捉える
l 要約する
l 正しく分かりやすく書く

ニュースや説明⽂の
要約、⼀問⼀答、５
W１H

第
四
段
階

【情報伝達・修正】
l 他者に伝える
l 正しく分かりやすく話す
l 必要に応じて聞き返す

伝⾔メモの書き取り、
電話応対、
１分間スピーチ

【⽬的】
l 聞いたことを正しくメモする
l メモしたことを正しく理解し活⽤する

メモ練習

32

【⽬的】
l ⼿順把握⽅法の検討
l ⼿順把握⼿段の活⽤による正確な作業遂⾏

（実物、写真、動画、図や絵による説明、
⼿順書、チェックリストなど）

①紙素材
l 封筒・袋づくり
l 箱・カゴ作り
l 折り紙
l 包装等

②紐素材
l マクラメ
l 組みひも等

③組み⽴て
l ブロック
l スティック等

作業⼿順訓練

33

l レクリエーション（軽スポーツ・創作）
l 収穫祭
l 季節⾏事
l 外出
l 教養

【⽬的】
l 楽しみ、ストレス発散や達成感の充⾜
l 社会⽣活に必要な知識の習得

グループワーク

34

【⽬的】
l 障害や制度、サービスについての理解を深める
l 家族同⼠の交流や⽀え合いを促す
l 家族のニーズを探り、訓練や⽀援に活かす

①講義
l 症状と対応⽅法
l 社会資源
l ⽀援事例
l 家族による講演 等

②訓練⾒学
③意⾒交換会

家族教室（家族⼼理教育プログラム）

※対象例︓ l 復職希望利⽤者の配偶者
l 若年期発症利⽤者の両親
l 20〜30代利⽤者のきょうだい 等

35

⾃⼰認識の向上

対⼈技能の向上

社会⽣活⼒の向上

⽣活管理⼒の向上 作業⼒の向上

スケジュール管理

⽣活リズムの確⽴

園芸訓練

調理訓練

就労準備訓練

メモ練習

作業⼿順訓練

朝・⼣の会
プランニング・まとめ

⽇常⽣活訓練

学習ワークグループワーク

⽀援⽬標と訓練プログラム

36



7

振り返り
・フィードバック

構造化された
環境

実際の環境
（⾃宅・職場・学校）

同じ障害のある仲間
家族・友⼈・⽀援者

体験・経験

段階的・具体的な⽬標設定
（スモールステップ）

l 進路選択に向けた⾃⼰決定
l 障害特性を補い強みを発揮できる
環境の調整

l 連続性のある地域⽀援体制の構築

⽣活訓練における⽀援イメージ

障害への対処
（代償⼿段・補償⾏動）

37

構造化された環境

実際の環境
（⾃宅・職場・学校）

同じ障害のある仲間
家族・友⼈・⽀援者

体験・経験
l 分かりやすい（場所・時間・⼈など）、余分な
刺激が少ない、必要な情報を選択しやすい構造
化された環境で、障害を補い強みを発揮するた
めの⽅法（対処や配慮）を明確化する

l 実際の⽣活環境で、障害を補い強みを発揮する
ために必要な⽅法（対処や配慮）を検討・実践
しながら、具体的な環境調整を⾏う

l 同じ障害のある仲間同⼠の共感や⽀え合い、情報
の共有などをとおして、障害への気づき、対処⽅
法の理解と実践、現実的な⽬標設定につなげる

l 本⼈と周囲の⼈（家族・友⼈・⽀援者等）の相互
理解を深め配慮や対応を共有する

38

フィードバック フィード
フォワード振り返り

l 体験・経験(⾏動
や達成状況)の捉
え⽅、対処の必
要性や⽅法の理
解、動機付けの
程度を確認

l 客観的事実を伝える
l ポジティブな側⾯、
ネガティブな側⾯を
⽬標を踏まえて説明

l 対処⽅法の⽰唆
l 障害や動機付け、⾃

⼰認識の程度により
伝え⽅を⼯夫

l 前回のフィード
バックの内容(対
処⽅法等)を再確
認

l 成功体験に繋が
る段階的な⽬標
設定

その場で(リアルフィードバック) 〇 〇 △
訓練終了時 〇 〇 △
訓練開始時 △ △ 〇

⾏動・作業直前 △ △ 〇
⾯接・プランニング・まとめ 〇 〇 〇

振り返り・フィードバック

39

補償⾏動（例）代償⼿段（例）

l 代償⼿段を活⽤する
l 確認をする
l ひとつずつ作業を⾏う
l ルールを決めて⾏動する
l 時間を決めて休憩を取る
l 集中しやすい環境を選ぶ
l イライラしたら気分転換する
l 質問や相談をする
l 使う⾦額だけ財布に⼊れる

など

l スケジュール帳（メ
モリーノート）

l カレンダー
l 腕時計
l やることリスト

予
定
管
理

l 指⽰書
l ⼿順書
l チェックリスト
l セルフチェック⽤
ツール（定規、書⾒
台、⾊ペン、⾒本な
ど）

作
業
遂
⾏

l お薬ポケット 
l お⼩遣い帳
l 買い物リスト
l 地図/⽬印メモ
l ⾷事/健康管理表
l 環境調整ツール（ラ
ベル、インデックス、
ケース）

l アラーム 
l タイマー
l メモ、付箋
l 貼り紙
l カメラ
l ICレコーダー
l ホワイトボード
l ネックストラップ
l スマホ機能（各種ア

プリ、⾳声認識、
SNS）

全
般

⽣
活
管
理
・
社
会
⽣
活

障害への対処

40

「⾃分の取扱説明書」の作成

対処の定着に向けた流れ

困り感の発⾒
⽬的の明確化

定着

障害・強み
希望に合った
⽅法の選択

実際の使⽤・実⾏
有⽤性への気づき

継続可能な
アレンジ・

適⽤範囲の拡⼤

習慣化

①⾃分の障害(苦⼿になっていること)
例) 記憶障害の影響で新しいことを覚えるのが苦⼿。

②障害(苦⼿になっていること)への対処
例) 聞いたことは、メモを取るようにしている。
③周りの⼈に配慮してほしいこと

例) メモを取る時間が欲しい。

41

段階づけ(スモールステップ)の例

移動
l ⼿段︓徒歩→電⾞・バス・タクシー→乗換

の有無
l ⽅法︓⼿順書や地図の活⽤、乗換案内検索、

援助依頼の有無
l ⽬的地︓近い→遠い、既知→未知
l 緊急時︓GPS→他者から連絡を受ける→⾃
分で連絡できる

服薬管理

⾦銭管理

予定管理

調理

感情・欲求コントロール

l 期間︓1⽇→1週間→1か⽉
l ⼿段︓レシート保管→⼩遣い帳記⼊・アプ
リ⼊⼒

l ⽅法︓⼿渡し→ATMの利⽤

l 期間︓1⽇→1週間→1か⽉
l ⽅法︓⼿渡し→薬ポケットにセットしても

らう→⾃分でセット

l ⽅法︓電⼦レンジ→コンロ（ゆでる→炒める→
煮る）、包丁操作（粗い→細かい）

l ⼿順︓少ない→多い、個別レシピ→検索レシピ

l 期間︓1⽇→1週間→1か⽉
l ⼿段︓個別メモリーノート（職員準備→⾃分で
準備）→市販のスケジュール帳

l ⽅法︓持ち歩く→確認する→記⼊する

l ⾃⼰理解︓問題への気づき・対処の必要性への
気づき・原因の理解・対処⽅法の理解の有無や
程度

l 対処︓促しの有無・程度、環境調整やルールの
有無・程度

42
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① 予定や連絡事項の管理 ② 作業（仕事）の管理 課
題

種
類
単
位

訓
練
内

□ 訓練中に携帯できる

記  

⼊

□ 聞いた指⽰をそのまま記⼊できる 意
味
・
⽅
法

の
理
解

訓
練
⽤
⼿
帳

⽇
□ 訓練に関する予定や連絡事項の記⼊ができる □ 聞いた⼿順や⽅法をそのまま記⼊できる

□ 訓練に関する予定や連絡事項の確認ができる
週

□ 聞いた指⽰の要点をそのまま記⼊できる ⾃
発
性

訓
練
外

□ 訓練以外で携帯できる □ 聞いた⼿順や⽅法の要点を⾃分なりに記⼊できる
市
販
の
⼿
帳

□ 訓練以外の予定や連絡事項の記⼊ができる 確  

認

□ 記⼊した指⽰を確認しながら作業を進められる
タ
イ
ミ
ン
グ

⽉
□ 訓練以外の予定や連絡事項の確認ができる □ 記⼊した⼿順や⽅法を確認しながら作業を進められる

43

体 験 ・ 経 験

薬 物 療 法

チームアプローチ・連携

環境側・
外的介⼊

本⼈側・
内的介⼊

周囲の対応

課題への気づき

⽣活基盤
の整備

環境の構造化
対処法

（認知的アプローチ）
対処法

（⾏動的アプローチ）

（参考︓阿部; 2017, 三村; 2009, Sohlberg; 2001, 渡邉; 2013）

機 能（認知/知的）・ ⾃⼰理解

⽀援の考え⽅

44

１．安⼼できる環境・
居場所づくりから

２．課題への気づきから
障害の⾃⼰理解へ

３．障害とニーズから
⽣活全体を捉える

４．継続的な
地域⽀援体制づくり

⽀援のポイント
l 物理的環境と⼈的環境（信頼関係）
l 好きなことや得意なことを活かす場、
    役割を持ち認められる経験

l ⾏動の振り返りとフィードバック
l ⾏動の原因と結果の具体化
l 納得に基づく対処⽅法やルールの理解 
l 成功体験と失敗体験をチャンスに

l 本⼈主体のオーダーメイド
l 解決志向型の合理的な試⾏錯誤

l ⽀援者間の情報共有と対応の統⼀
l 家族に対する⼼理教育的⽀援
l 医療機関との連携
l ⽀援体制のメンテナンス、リフォーム
l ⾒守る⽀援、⾒放さない⽀援

45

⾼次脳機能障害のある⼈の出会いの場・居場所づくり

家族に対する相談・サポート体制の整備

症状を理解して対応できる⽀援者の育成

⽀援機関・⽀援者同⼠のサポート・ネットワークの強化

⾼次脳機能障害のある⼈を⽀えるために

46
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2017, 中央法規出版.

2) 独⽴⾏政法⼈⾼齢・障害・求職者雇⽤⽀援機構. 2019年度版就業⽀援ハンドブック. 
https://www.jeed.or.jp/disability/data/handbook/handbook.html

3) 国⽴障害者リハビリテーションセンター⾼次脳機能障害情報・⽀援センター. ⾼次脳機能障害⽀援モデル事業報告書．
http://www.rehab.go.jp/brain_fukyu/shien/model/houkokusho.

4) 三村將. 社会的⾏動障害への介⼊法―精神医学的観点からの整理―. ⾼次脳機能研究．2009, 29(1), p.26-33. 

5) Sohlberg, M. M.; Mateer, C. A. Cognitive Rehabilitation: An Integrative Neuropsychological Approach. Guilford Press, 
2001. ⾼次脳機能障害のための認知リハビリテーション︓統合的な神経⼼理学的アプローチ. 尾関誠, 上⽥幸彦監訳. 協同医書出版社, 
2012, 440p.  

6) 渡邉修. 医療機関が⾏う⾼次脳機能障害者への⽀援. 2013年度第1回⾼次脳機能障害実践的アプローチ研修会講義①配布資料. 特定
⾮営利法⼈東京⾼次脳機能障害協議会. 2013.

7) W ilson, B. A.; Gracey, F.; J.Evans, J.; Bateman, A. Neuropsychological Rehabilitation Theory, Models, Therapy and 
Outcome. Cambridge University Press. 2009. ⾼次脳機能障害者のための神経⼼理学的リハビリテーション. ⻘⽊重陽, 佐藤政広, 
納屋敦夫, ⼭⼝加代⼦監訳. 医⻭薬出版株式会社, 2020, 340p.

参考資料

47

© 厚⽣労働科学研究︓⾼次脳機能障害の障害特性に応じた⽀援者養成研修カリキュラム及びテキストの開発のための研究班

48


